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１. 課題代表者

林 良嗣 （中部大学 持続発展・スマートシティ国際研究センター 卓越教授）

２. 課題名

Social Distancing による社会の脆弱性克服･社会的公正の回復と都市の再設計

３. 実施期間

2020 (令和 2) 年 9 月 1 日 ～ 2022 (令和 4) 年 3 月 31 日

４. 事後評価結果

本プロジェクトは、フィジカル・ソーシャルディスタンスが個人や社会にもたらす影響に

ついて、地理や居住・空間利用、経済、環境などに関する都市圏データとともに、位置情報に

基づく人々の行動変容のビッグデータ、暮らしや医療へのアクセシビリティなど人の生活の

質（QOL）に関する価値観データなどを統合的に分析し、諸外国との比較も行いながら、即

応的な科学的エビデンスの創出を目標として実施されたものである。これらを基に、倫理的・

法制度的・社会的観点を考慮したこれからのディスタンシング対策や行動変容の手法の検討

や、COVID-19 を含む災禍に対する都市コミュニティの脆弱性や社会的公正を回復するため

の、都市再設計の方法論の提案を目指した。 

本プロジェクトは、本プログラムの 2020 年度公募において特設された「新型コロナウイル

ス感染症など新興感染症に関連する諸課題に ELSI の観点から貢献する調査・研究」の募集

テーマの下、今まさに社会や人々が直面する社会的事象などを把握し、短期的な成果創出を

目指すプロジェクトとして採択されたものである。本プログラムにおける研究開発として、

時宜を逃さぬ戦略的な政策提言やエビデンスの開示など具体的な成果の創出と積極的な国際

発信、新興感染症リスクに対する ELSI のモデルケースの提案などを期待したが、ELSI/RRI

の包括的実践や、新興科学技術の ELSI/RRI 研究としての普遍的な成果創出を必須要素とし

て求めるものではなかったことを付記しておく。

(１) 研究開発プロジェクトの目標の達成度

本プロジェクトでは、COVID-19 パンデミック対策として実施されたソーシャルディスタ

ンシングがもたらした人々の行動変容やソーシャルキャピタルへの影響を分析し、COVID-

19 からの回復やライフスタイルの多様性に応じたレジリエンス維持における都市構造や地

域コミュニティ、パブリックスペースの在り方を検証した。生活行動パネル調査データに基

づくモデル分析、ソーシャルディスタンシング政策が行動変容にもたらす影響の国際比較分



析、QOL に関するオンライン・アンケート調査、モバイル空間統計データを用いたオープン

スペース利用に関する分析など、多面的に COVID-19 の影響を分析し、そのインプリケーシ

ョンを提示することにより、本プログラムが求めた即応的なエビデンスの創出・提示に応え

ている。学術論文の投稿・掲載や学会での発表も活発に行われているとともに、プロジェク

トが有している豊かな国際ネットワークを通じた国内外への発信において、ELSI の重要性

を示すことにも注力している。このような成果に基づき、本プロジェクトの目標は概ね達成

したと評価する。

もっとも、アウトプットのひとつとして目指していた「新興感染症リスクに対する ELSI の

モデルケースの提示」については明示的にはなされておらず、エビデンス創出・提示と考察

が成果の中心であった。ディスタンスデバイドとデジタルデバイドがもたらす倫理的・社会

的課題、ソーシャルディスタンシング対策に関する法制度的・社会的課題、レジリエンスや

包摂性の観点からの、近隣住区や田園都市概念に基づく都市構造やパブリックスペースの有

効性評価など、端緒をつかむ考察がなされているものの、研究開発期間の短さも影響して、

やや抽象的な水準にとどまっている点が惜しまれる。

(２) 研究開発成果の創出状況

 パンデミック対策としてのソーシャルディスタンシングと都市・コミュニティの在り方や

デザインについて多面的な検討が行われており、各国・地域の対策効果に関する国際比較、

広く社会・国家に対する視点から具体的な地域・コミュニティに至る多様な人間関係への着

目、異なる社会集団に対する影響分析など、豊かで説得力のあるエビデンスとなるデータが

得られており、COVID-19 への即応的な実態把握や将来的なパンデミック対策に資する貢献

として、一定の成果が得られたと評価する。 

 例えば、ディスタンシング対策によるソーシャルキャピタルの毀損について、国や社会全

体の大きな単位と地域・近隣コミュニティなどの小さな単位との間で、社会に対する「信頼」

の変動状況の差異が明確になったことなど、COVID-19 の社会的インパクトを定量的・定性

的に捉え、独自の観点から人々の行動変容や意識変化、ライフスタイルへの影響を浮き彫り

にしたことは一定の成果があったものと評価しうる。ただし、COVID-19 の特殊状況に適応

する都市・コミュニティのあり方が普遍的に望ましいかどうかについては、政策提言として

の妥当性や規範的意義についてさらに検討を深めていただきたい。本プロジェクトの分析か

ら導出された、パブリックスペースの意義の確認やコミュニティの活用と構成員のつながり

の強化といった示唆は、都市が内包する脆弱性への対応に通底する既存の論点とも言えるが、

ELSI 観点からの COVID-19 対策の分析結果を踏まえたレジリエントな都市の再設計に向け

た提言とするためには、さらに考慮すべきファクターの指摘・分析が必要と思われる。 

日々刻々と変化する COVID-19 の感染状況や国際的な動向に対応する困難さに対しては、

スピーディな研究サイクルによる結果のとりまとめや、世界交通学会 (WCTRS) を通じた国

際的な COVID-19 タスクフォースの立ち上げなどを通じて、概ね適切な対応がなされた。こ

の結果、個々のグループの取り組みに基づく優れた学術的成果が多く創出されているが、ソ

ーシャルキャピタルの定義や ELSI 論点の考察の視点など、プロジェクト全体としての枠組

みや分析視点のとりまとめに時間を要したことも影響し、COVID-19、さらには将来的な感染

症対策の必要性と都市政策一般に関する議論がやや混在している。この点についても、政策

実現に要するコストなども踏まえた実践的な見地からは、より入念な切り分けが必要であっ

たと考える。

 研究開発マネジメントの観点からは、多様な学術的・実践的関心を持つグループを、ELSI

の論点整理とストーリーづくりを通してひとつに結ぶ努力が窺われ、適切に取り組まれたと

評価する。短い研究開発期間の中、個々のグループから得られた研究開発成果をプロジェク

トの全体構想の元でどのように意味づけるかについては困難もあったが、研究チームとして



集中して問題に取り組み、柔軟に議論を重ねたそのプロセスと試み自体に大きな意義を持つ

と評価したい。 

(３) 研究開発プログラムの目的達成への貢献度

ソーシャルディスタンシングと都市・コミュニティの観点から、とくに COVID-19 による

社会的影響にフォーカスした即応的なデータ蓄積と多面的な分析を行い、新興感染症リスク

に対する ELSI 研究の一側面として有用なエビデンスを提供しており、COVID-19 など新興

感染症に関連する諸課題に ELSI の観点から貢献する研究として一定の成果が得られたと評

価する。 

 ELSI/RRI の研究・実践に取り組む他の研究開発プロジェクトやステークホルダーに参照

されるべき貢献としては、新興感染症リスクに対する ELSI のモデルケースの提示を期待し

たが、研究開発期間の短さも影響して、成果は限定的であった。4-(1)でも述べたとおり、都

市やコミュニティ、公共空間などの側面から、ソーシャルディスタンシングがもたらした社

会的影響に関する倫理的な課題などの考察は緒についたものの、ELSI 自体の問題化や、ELSI

を総合的にとらえた論点の深掘りは道半ばである。本プロジェクトの成果を基に、ELSI の視

点を含む都市・コミュニティの脆弱性や社会的公正の評価の在り方や、自然災害や気候変動

など新興感染症以外のリスクへの適応可能性の検討など、今後のさらなる発展を期待する。 

(４) 総合評価

一定の成果が得られたと評価する。 

 日々刻々と変化する COVID-19 に関わる国内外の動向や社会的影響をタイムリーに捉え、

都市工学の専門性の観点から多面的に COVID-19 の社会的インパクト評価を行い、豊かで説

得力のあるエビデンスを蓄積し、今まさに社会や人々が COVID-19 に直面する中での社会的

事象を即応的に把握し、将来的なパンデミックにも資する成果を創出している。 

本プロジェクトで創出したエビデンスを他の研究開発に利活用することは十分に可能であ

り、とくに都市工学的な観点からは十分意義のある研究になっている。時節を逃さないスピ

ーディな研究開発の工夫として、本プロジェクトの研究チームが有していた国内外のネット

ワークやオープンデータを効果的・効率的に活用し、研究開発成果の国内外への発信にも積

極的に取り組まれている。ごく短い研究開発期間に対して、チームの強みを活かし、集中し

て多くの議論を行いながら成果をまとめあげられた点は、高く評価された。一方で、COVID-

19 をケースとする新興感染症リスクに対する ELSI の検討については、新興感染症対策とし

てのソーシャルディスタンシングがもたらした ELSI 論点の抽出や、都市・コミュニティの

脆弱性克服や社会的公正の回復などを目指す都市再設計の課題と ELSI がどのように関わる

のかについての分析・考察は十分ではなく、認識のレベルに留まることなく言語化に踏み込

んでいただきたかった。

 今後においては、都市再設計の課題の様相と、COVID-19 の ELSI の要素とを整理・区別

した上で論じることが望まれる。これらの観点についても、COVID-19 の社会的影響評価の

エビデンスと同様に、厚みがある知見の創出につながっていくことを期待する。本研究開発

の成果を活かして、今後も分析を継続し、中期的な視点から ELSI へのインプリケーション

の考察と国内外への発信・提案に取り組んでいただきたい。

以上 
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